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平城京（710－784）は、現在の奈良市と大和郡山市にまたがる古代の首都です。
唐（中国）の長安城を手本に、大小の道路で碁盤目状に区画しました。
平城宮は都の中央北端にありました。
平城京の正門である羅城門から平城宮の正門である朱雀門まで約75メートル幅の朱雀大路が通じ、
そこには柳や塊（えんじゅ）を植えて街路樹としていました。
人口は10万人ほどと考えられており、
約6,500人が平城宮につとめた官人でした。
当時の日本の総人口が推定600万人。現在の20分の1ですから、平城京は巨大都市だったといえるでしょう。
奈良時代の歴史を知る上で、この平城京と平城宮の調査研究は欠かすことができません。
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Excavation Site Exhibition Hall
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�（推定）�
Ministry of the Imperial Household (presumed)

16 奈良文化財研究所（仮設庁舎）
Temporary office of Nara National 
Research Institute for Cultural Properties

特別史跡�平城宮跡
The�Nara�Palace�Site,�a�Specal�Historic�Site
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キトラ古墳壁画白虎
　キトラ古墳の壁画には、玄武、青龍、朱雀、
白虎の四神、星宿（天文図）、および十二支が
描かれていた。このうち、白虎は西の方角を司
る神であり、西壁の中央に描かれたものであ
る。大陸で描かれた白虎の多くや高松塚古墳の
白虎が南を向くのに対し、キトラ古墳の白虎は
北を向いている点で特異的である。キトラ古墳
の壁画は、漆喰層が石室石材から剥離し、崩落
の危険性が高かったため、2004年から2010年
にかけて、漆喰層ごと取り外しがおこなわれ
た。

Images of the four directional deities, Genbu, 
Seiryū, Suzaku, and Byakko, constellations (astro-
nomic charts), and the 12 animals of the Eastern 
zodiac are drawn in the murals of the Kitora tomb. 
Among these, Byakko is the guardian deity of the 
west and thus depicted in the center of the western 
wall. In contrast with the same � gure at the Takamat-
suzuka tomb and in many depictions on the conti-
nent, in which Byakko faces south, the north-facing 
Byakko image of the Kitora tomb is highly singular. 
Because the stucco of the Kitora murals was peeling 
away from the stone walls of the burial chamber and 
greatly at risk of collapsing, their removal together 
with the stucco layer was conducted from 2004 to 
2010.
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